
 
 
 
 
 
 
 
文教大学人間学部教授で、埼玉県 NPO 懇話会委員である野島正也氏より、『“つながる”が
創り出すもの』をテーマに、ご講演をいただきました。 

 
まず、ＮＰＯ法第１条のなかの“公益の増進”と、第２条のなかの“不特定かつ多数”とい

うことばを切り口に、これから、ＮＰＯはどのような姿勢であるべきなのか、ＮＰＯには何が

求められているのか等について、事例を交えてお話しいただきました。 
 
 そして、ＮＰＯは、“公益の増進”のために、行政と並ぶ地域の主体として期待されているこ

とと、“不特定かつ多数”のために、地域を越えた“つながり”を生み出す力があること等につ

いて、事例を交えてお話しいただきました。 
 
 また、ＮＰＯが、地域を越えた“つながり”をつくり出していくためには、「ミッションは何

なのか」等、情報をしっかり伝えることが重要であるということもお話しいただきました。 
 
 最後に、『国家の品格』『女性の品格』等と同様に、ＮＰＯも、『品格』を自覚して取り組むべ

きである、とまとめていただきました。 
 
 
 
 キックオフスピーチの間、会場内は、熱心にメモを取る参加者の方や、講師の説明に何度も

うなずく方などが多く見られ、とても熱気にあふれた雰囲気となりました。 
続く分科会でも、最初にご講義の内容を切り口に開始する会場もあるなど、内容が濃く、Ｎ

ＰＯにとってとても励みになるご講義でした。 
 
 
 
  
 
 

全体会 キックオフスピーチ要旨 
テーマ：『 “つながる”が創り出すもの 』 
講  師：文教大学人間科学部 教授 野島 正也 氏 
     （埼玉県ＮＰＯ懇話会委員）            


